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業　務　経　歴　等　調　書
	フリガナ
	
	応募職種

	氏　 名
	
	行　　　政　　　職

（任期付職員）

	１　職　歴

　○　職務内容ごとに期間を明記の上、時系列で整理し、役職名、その役職での主な業務内容や役割
を記入してください。※勤務先の弁護士事務所等の規模（弁護士数等）も併せて記入してください。

	

	２　弁護士としての実務経験の内容

　○　弁護士としてのこれまでの訴訟活動の経験（訴訟代理人としての実績や分野など）を具体的に
記入してください。※訴訟代理人としての経験がない場合は、その旨及び訴訟活動において果た
してきた役割（訴状、準備書面の作成など）について記入してください。

　○　行政分野の訴訟や法律相談の経験がある場合には、その内容等について記入してください。

　○　その他、今後、任期付職員として生かせる業務経験があれば、その内容等について記入してく
ださい。

	

	３　志望動機

	

	４　自己ＰＲ

	

	５　その他

	(1)  採用年月日は、原則として、令和９年４月１日ですが、採用された場合、当該期日から勤務で
きますか。

	

	(2) 差し支えなければ、任期満了後の進路について、現時点での予定を記入してください。

	


※枠内に書ききれない場合は、適宜、枠を広げ、次頁以降にわたって記入しても差し支えありません。

（参考）１「職歴」欄の記入例
　■令和４年４月～令和８年８月　○○法律事務所弁護士（弁護士15人、事務スタッフ20人）
　　●令和４年　４月　企業法務から個人依頼案件まで多岐にわたり担当

　　●令和６年　６月　主に企業法務を担当

（参考）２「弁護士としての実務経験の内容」欄の記入例

　　●令和４年 ６月～令和５年６月　○○仮処分請求事件債権者代理人（高裁決定）

　　●令和４年１０月～令和８年３月　○○株主代表訴訟控訴人代理人（高裁判決）

